
は
至
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実

現
に
向
け
た
機
運
を
高
め
る
べ
く
、
経
団
連
の
日
本

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
委
員
会
と
中
南
米
地
域
委
員
会
は
、

２
０
２
３
年
11
月
29
日
、
経
団
連
会
館
で
日
本
と
メ

ル
コ
ス
ー
ル
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現
を
目
指
す
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
企
業
関
係
者

に
加
え
、
国
会
議
員
や
政
府
関
係
者
な
ど
約
１
１
０

人
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

日
本・メ
ル
コ
ス
ー
ル
双
方
の
視
点
か
ら

Ｅ
Ｐ
Ａ
の
重
要
性
を
確
認

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ

人
口
約
３
億
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
兆
ド
ル
超
の
一
大
経
済

圏
で
あ
る
メ
ル
コ
ス
ー
ル（
南
米
南
部
共
同
市
場
）諸

国
に
対
し
て
、
わ
が
国
は
、
貿
易
面
で
は
、
メ
ル
コ

ス
ー
ル
か
ら
食
料
・
鉱
物
資
源
な
ど
の
重
要
物
資
を

輸
入
す
る
一
方
、
日
本
か
ら
自
動
車
、
機
械
な
ど
多

く
の
工
業
製
品
を
輸
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企

業
は
長
年
に
わ
た
っ
て
メ
ル
コ
ス
ー
ル
諸
国
に
投
資

を
進
め
、
製
造
拠
点
を
設
置
す
る
な
ど
多
様
な
事
業

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

通
じ
た
人
的
つ
な
が
り
は
、
相
互
交
流
を
支
え
る
財

産
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
と
メ
ル
コ
ス
ー
ル
は
、
貿
易

投
資
、
食
料
・
資
源
安
全
保
障
、
さ
ら
に
は
人
的
交

流
な
ど
多
様
な
面
で
強
固
な
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
。

現
下
の
不
透
明
か
つ
複
雑
な
国
際
情
勢
に
あ
っ
て
、

両
者
が
経
済
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
環
境
な
ど
地

球
規
模
課
題
の
解
決
と
持
続
的
成
長
の
達
成
に
向
け

て
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
経
済
関
係
の
強
化

に
つ
な
が
る
制
度
的
基
盤
と
し
て
、
日
本
メ
ル
コ
ス

ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）の
早
期
実
現
が
不
可

欠
で
あ
り
、
経
団
連
と
し
て
も
長
年
に
わ
た
り
政
府

に
対
し
て
訴
え
て
き
た
が
、
現
時
点
で
交
渉
開
始
に

加
かせ
瀬 豊

ゆたか
中南米地域委員長
双日特別顧問

安
やすなが
永竜

たつお
夫

副会長
日本ブラジル経済委員長
三井物産会長

日本メルコスールEPAの
早期実現を目指す
シンポジウムを開催

報
告
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パネルディスカッションに参加するメルコスール加盟各国大使

Ｅ
Ｐ
Ａ
を
通
じ
て
日
本
を
核
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
強
化
で
き
る
、
と
い
っ
た
期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
を
通

じ
て
世
界
の
食
料
生
産
お
よ
び
資
源
供
給
基
地
で
あ

る
メ
ル
コ
ス
ー
ル
が
日
本
の
食
料
・
資
源
調
達
の
多

様
化
、
ひ
い
て
は
食
料
安
全
保
障
に
貢
献
で
き
る
と

の
提
案
も
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
世
界
が
関
心
を

高
め
る
グ
リ
ー
ン
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
や
航
空
宇
宙

な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
産
業
連
携
を
進
め
る
た

め
に
も
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
Ｅ
Ｐ
Ａ

が
重
要
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

日
本
企
業
か
ら
は
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
や

保
護
主
義
の
台
頭
を
受
け
て
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

多
元
化
な
ど
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
メ

ル
コ
ス
ー
ル
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
に
よ
る
投
資
環
境
の

整
備
が
重
要
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
て
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
を
通
じ
て
、
企
業
が
永

続
的
に
予
見
可
能
な
投
資
環
境
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
声
が
上
が
っ
た
。
生
産
の
現
地
化
が

進
む
一
方
、
先
端
技
術
を
搭
載
し
た
製
品
は
日
本
か

ら
現
地
に
輸
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
メ
ル
コ
ス
ー

ル
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
日
本
に
先
行
す
る
Ｅ
Ｕ
や
韓

国
と
の
競
争
環
境
確
保
の
観
点
か
ら
、
早
期
の
Ｅ
Ｐ

Ａ
締
結
が
必
要
と
の
切
実
な
意
見
も
頂
戴
し
た
。
さ

ら
に
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
協
力
を
見
据
え
て
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
メ
ル
コ
ス
ー

ル
の
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
る
と
の
指
摘
や
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
に
お
け
る
協

力
強
化
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
圏
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
べ
く
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
が
不
可
欠
と
の
意
見
も

い
た
だ
い
た
。
メ
ル
コ
ス
ー
ル
に
は
若
く
優
秀
な
人

材
が
多
く
、
日
本
企
業
の
事
業
拡
大
を
支
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
意
見
も
頂
戴
し
た
。

２
０
２
４
年
は
南
米
が
注
目
さ
れ
る
年

こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
、
当
日
は
、
日
本
メ
ル

コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現
を
求
め
る
声
明
を
採

択
し
た（

注
）。

折
し
も
、
本
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
が
Ｇ
20
、
ペ

ル
ー
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）の

各
々
議
長
国
と
な
り
、
日
本
の
首
脳
が
南
米
を
訪
れ

る
南
米
イ
ヤ
ー
と
な
る
。
経
団
連
と
し
て
は
、
南
米

が
注
目
を
集
め
る
こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な

く
、
日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
実
現
に
向
け
て

機
運
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
の
意
義
に
つ
い
て
、

メ
ル
コ
ス
ー
ル
各
国

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ

ア
イ
、ウ
ル
グ
ア
イ
）

の
駐
日
大
使
、
日
本

企
業
関
係
者
か
ら
な

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

各
駐
日
大
使
か
ら

は
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル

に
と
っ
て
日
本
は
、

か
つ
て
ア
ジ
ア
の
主

要
貿
易
相
手
国
で
あ

っ
た
が
、
近
年
、
貿

易
額
は
低
迷
し
て
お

り
、
中
国
や
欧
州
と

大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結

に
よ
る
貿
易
投
資
拡

大
の
余
地
は
大
き
い
、

メ
ル
コ
ス
ー
ル
に
と

っ
て
も
、
日
本
と
の

（
注
）日
本
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
実
現
を
求
め
る
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